




基 盤 科 学 研 究 系

04 Div is ion of Transdisc ip l inar y Sc iences ht tp : / /w w w.k.u -tokyo.ac. jp 05

　複雑理工学専攻は、理学と工学を融合した
今までにないアプローチによって「複雑性」を
解明し、新しいパラダイムを創成できる研究
者・技術者を養成することを目的としていま
す。自然物・人工物を問わず実世界には複雑
な非線形現象が数多く存在し、複雑な系を単
純な系の線形的な重ね合わせで構成するこ
とは必ずしもできないという事実に我々は直
面しています。カオスやフラクタルといった新
しい非線形概念の形成を契機として、多数の
非線形要素が強く相互作用する複雑系が至
るところに存在し、実世界の複雑系の理解は
21世紀の新しい科学技術を創成する原動力
となり得ることが明らかになってきました。
　本専攻では、「脳」「アストロバイオロジー」
「極限物質」の３つのモジュールを中心に、ナノ
から宇宙にわたるマルチスケール複雑系の学
融合を推進し、新しい複雑系科学・技術の創
成を目指しています。また、これらの分野に共

通する数理・情報・可視化などの理論と技術
に基づく「複雑系プラットフォーム」を構築す
ることにより研究と人材育成を促進し、新た
な展開を図っています。

複雑理工学専攻
マルチスケール複雑系科学・技術の創成を目指して

http://www.k.u-tokyo.ac.jp /complex/
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　物質系専攻は、東京大学工学部・理学部、
物性研究所の教員が集まり、物性科学教育・
研究の拠点形成を目指して発足しました。理
化学研究所などの外部研究機関との連携も
深めています。ソフトマテリアル、高温超伝導
体、酸化物超格子、半導体、プラズマ材料プロ
セス、単分子反応制御・計測、長短パルスレー
ザー分光、X線位相イメージング、放射光計
測、電子顕微鏡、ナノテクノロジーによる先端
計測技術などの分野において、世界的に注目
される研究成果をおさめる教授陣が集結し、
“物質”の奥底に潜む未知の機能を引き出すた
めに研究に邁進しています。そして、多彩な現
象の機構解明と理論構築、新たなデバイスの
創成、革新的物性測定手段の確立などを通し
て、21世紀基盤技術の創造を目指していま
す。学生は、外国人を含むこれら著名な教授
陣による基礎から先端レベルまでの講義・演
習を受けるチャンスに恵まれ、物性の基礎か

ら工学の応用まで、基礎科学のフロンティア
に直接触れることができます。物質系専攻で
は、物性のトータルな教育・研究環境の中で
充実感を持った大学院生活を味わうことがで
きます。さあ、我々とともに世界へ羽ばたきま
せんか？

物質系専攻
世界に羽ばたく物性研究者がここから育ちます！

http://www.k.u-tokyo.ac.jp /materials /j / index2.html

　先端エネルギー工学専攻では、現代のエネ
ルギー関連工学の枠を超え、むしろ未来のエ
ネルギー工学に発展することが期待される先
端的な研究を行っています。宇宙エネルギー
システム工学、先端構造／材料工学、超電導
応用工学、電気エネルギーシステム工学、制御
工学、プラズマ理工学、核融合工学などの分野
を横断的に扱い、「エネルギー」をキーワード
とした総合的な教育・研究を行うことが特徴

です。
　具体的には、超高温状態（プラズマ）や高エ
ンタルピー状態のような物質の極限状態にお
けるエネルギーの発生・変換・制御や、極限構
造・材料工学、エネルギーの効率的利用・貯
蔵・輸送と、超電導による高磁場利用、太陽や
宇宙のプラズマ物理、非線形科学などの基礎
研究や、プラズマ核融合エネルギーや将来型
宇宙輸送機の開発研究、資源や環境を考慮し

たエネルギーシステム、宇宙環境利用、知的
構造・材料開発、トーラスプラズマ生成・合体、
超電導磁気浮上、スマートグリッド、電気自動
車、非接触給電システムなどの応用研究です。
　「エネルギー」に関わるラディカルな諸問題
に果敢に挑戦する人材を育成するために、常
に最先端の研究プロジェクトを実施し、かつ
国際的、学際的に開かれた研究環境を創出し
ています。

先端エネルギー工学専攻
最先端エネルギーの開拓と有効利用に果敢に挑戦します！

http://www.k.u-tokyo.ac.jp /ae/

酸化物人工格子の電子顕微鏡像と構造モデル STM像：Pt表面にできた水の２次元クラスター
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物質系専攻、先端エネルギー工学専攻、複雑理工学専攻の
3つの専攻からなり、未来科学の基盤となる新分野をつくりだします。
また新しい基盤科学を担う人材を育成します。
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核融合研究教育プログラムの概要

核融合研究教育プログラム
核融合研究の最先端をこの手で開拓します

　核融合は､豊富な資源量を有する環境に優しい人類究極のエネルギー源です。日本は､
核融合研究分野において顕著な成果を挙げてきており､核燃焼プラズマの実現を目指した
国際プロジェクト「ITER 計画」を主導的に推進しています。未来の核融合研究を国際
的に先導していく優秀な人材を継続的に育成するため､本研究科では､先端エネルギー工
学専攻と複雑理工学専攻が連携し､「核融合研究教育プログラム」を平成20年度に開設し
ました。本教育プログラムは､広範な基礎学術を総合的かつ体系的に学べる「学融合教
育カリキュラム」と､先端的な研究プロジェクトによる「実践的研究教育カリキュラム」を
二本の柱としており､着実に教育・研究成果を挙げてきております。

http://www.k.u-tokyo.ac.jp /fusion-pro/

基盤科学領域創成研究教育プログラム
最先端学融合領域において活躍できる人材を育成します

　分野を問わず私たちが行っている「イメージングから空間・時間情報を検出する」「情
報を認知し概念化する」「シミュレーションして問題解決法をデザインする」ことについ
て新しい方法論、哲学を探究します。各専攻で提供される主プログラムに対し、短期集
中型（夏休み、冬休み）の副プログラム教育を提供し、横断的なカリキュラムで視野の
広い人材を育てます。さらに、新たな融合的研究分野を創成する基盤を提供していきます。

http://www.k.u-tokyo.ac.jp /crets /

教育プログラム

教育プログラム
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メディカルゲノム専攻
世界をリードするTR研究者を養成します！

http://www.k.u-tokyo.ac.jp /mgs/

　先端生命科学専攻では、ゲノム情報を基礎
にして生命現象の素過程とその連携機構を研
究し、これに基づいて生命の普遍性と多様性、
生命体の協調性と競合性、ならびに生命の起
源と進化などを、構造と機能の両面から研究し
ています。構造からのアプローチを行う構造生
命科学大講座では、生命体の基本分子である
生体高分子およびそれらと相互作用する低分
子有機化合物の「かたち」や「つくり」に注目し、
生命現象を支える根本原理の解明とその応用
研究を行っています。機能からのアプローチを
行う機能生命科学大講座では、主に生物が持
つ「はたらき」や「能力」に注目し、複雑な生
物機能を分子・細胞レベルから器官・個体のレ
ベルに至る様々な切り口で解析し、未知の生物
機能を解明するための研究を行っています。
　先端生命科学専攻は、生命科学の急速な展
開に即応できる教育研究組織を確立することを
目指して、様々な学問的背景を持った教員が理、
農、工、薬などの既存の学部から結集して組織
されました。「先導的かつ横断的な教育研究」
を共通の理念とし、これからの生命科学関連
諸問題の解決に資する人材を育成するとともに、
分子レベルから個体レベルまでを研究対象と
し、基礎から応用までを網羅する次世代生命
科学を創出することを目標としています。生命
科学に対する時代の要請は、「ポストゲノム時

代」を切り開くことにあり、そのためには、様々
な学問分野を背景にもつ研究者の叡智を結集
することが不可欠です。また「知の冒険」と「学
融合」を標榜する柏のキャンパスこそが、時代
の要請に応える場に相応しいでしょう。
　ゲノム生命科学の急速な展開と、今後ますま
す高度化し複雑化する一途の現代社会の中で、
生命科学研究者の社会的需要と課せられる社
会的使命はさらに増大し多様化することが予想
されます。先端生命科学専攻では、生命科学
の新しい学問分野の創設や発展に貢献できる
人材、すなわちフロンティア精神に溢れた創造
性に富む人材の育成を目指します。このような
能力は、決して「受け身」で身に付くものではな
く、研究に対する学生の積極的な姿勢があって
初めて獲得されるものです。従って本専攻では、
「能動的アティテュードの教育」を基本理念とし、
個々の資質を活かした豊かなオリジナリティー
の追求を奨励します。
　本専攻では専門のみならず基礎も重視した
教育プログラムを通じて、優れた研究者に求め
られる知識と確固たる技術を体系的に教授しま
す。すなわち研究計画の立案から成果発表に
至るまでを習得できる演習（「先端生命科学総
合演習」）、科学技術の急速な発展に対峙し研
究者倫理について考察する講義（「科学技術倫
理論」）を必修としています。また、生命科学

先端生命科学専攻
生命科学の先端分野が融合して、フロンティアを切り開きます！

http://www.ib.k.u-tokyo.ac.jp /

英語特論や生命科学英語演習では、英語論文
作成や海外での学会発表に必須な技術を磨き
ます。このような基礎科目に加えて、本専攻は
魅力ある大学院教育を目指して、従来の学問の
枠組みにとらわれない横断的視野を身につける
機会を提供しています。東京大学の他の生命
科学系大学院と連携して開講される「生命科
学大学院共通講義」や「生命科学大学院共通
セミナー」は学生の知的好奇心を大いに刺激す
ることでしょう。
　このように、知識と確固たる技術を基礎に、
フロンティア精神ならびに能動的アティテュード
に溢れた生命科学研究者の育成を「学融合」
を通じて達成しようとするのが先端生命科学専
攻の教育です。

■基幹講座
● 医薬デザイン工学 ● 分子認識化学
● 細胞応答化学 ● 生命応答システム
● 遺伝システム革新学 ● 動物生殖システム
● 植物生存システム ● 人類進化システム
● 資源生物制御学 ● 資源生物創成学
● 植物全能性制御システム解析学

■連携講座・兼担
● がん先端生命科学（国立がんセンター）
● 応用生物資源学（農業生物資源研究所）
● 細胞情報システム（分子細胞生物学研究所）

　ヒトのゲノム情報が解明されたことによって、ポ
ストゲノム研究を基盤として、「人類の健康と福祉」
に向けた生命科学・医科学研究は急速に発展し
つつあります。
　メディカルゲノム専攻は、ゲノム科学などの基礎
的生命科学を先端医療へと展開する「トランス
レーショナル（TR）研究」を目指し、21 世紀の医
科学を支えるオーダーメイド医療、ゲノム創薬、再
生医学、遺伝子治療、プロテオーム解析、モデル
生物創成などの研究を推進しています。特に社会
では、基礎生命科学と医学・医療を橋渡しして新
たな医科学分野を開拓するTRの担い手となる人
材の育成が急務となっており、本専攻では生命科
学を俯瞰しつつ自在に学問領域を横断できるグ
ローバルな視野を持ち、かつ、ベンチャースピリッ
トに溢れた生命科学研究者にならんとする学生
の参加を歓迎しています。医学・生物学のみなら
ず、物理・化学・工学・情報学など幅広い分野の
最先端の専門領域で研究する、第一線級の研究
者たちが学内外から協力・連携講座教員として参
画することで、基幹講座教員とともに質の高い独
自の教育カリキュラムを展開しています。
　非医学部学生を対象としたプログラムとして発
足した「医学概論および医療倫理」と「現代医
療体験実習」（病院実習）は、臨床現場における
医療行為の実際と論理を体験し、現代医療の問
題点を把握するとともに、医科学研究への視野
を拡げ、モチベーションが継続して、創薬や治療
法開発に結実していくことを期待しています。
　また、英語による情報収集と発表能力養成を
目的とした「研究国際化演習Ⅰ～Ⅳ」、様 な々最先
端の研究法の修得を目指す「メディカルゲノムサ
イエンス研究法」、実際に実習指導を行うことで
教育現場における問題解決能力や指導力を養成
することを目的とする「メディカルゲノムサイエンス
研究室実習」や「メディカルゲノムサイエンス指

導実習」などの履修を通して、医学・医療の知識・
経験を有する質の高い医科学研究者・技術者を
養成し、生命系諸科学の並立を乗り越えて、トラ
ンスレーショナルな分野において将来指導的な
役割を果たしてもらうことも期待しています。
　所定のカリキュラムを履修し、かつ、学位を取
得した場合には、「メディカルゲノムサイエンス・プ
ログラム修了証」が授与されます。この「修了証」
は、上記の他に類を見ない魅力的なカリキュラム
を修了した事を世の中で証明する物となります。
　また、本専攻ではTV会議システム導入による
リアルタイムでの遠隔地講義配信を行っており、
キャンパスが分散している本専攻の学生のみなら
ず、学内の他の研究科・専攻に所属する学生に
もメディカルゲノム専攻の講義を受講してもらうこ
とが可能となっています。この多地点配信講義を
円滑に実施するために、TA を採用して講義実施
のサポートと共にカリキュラムへの積極的
な参加をお願いしています。
　本専攻の修学を終えた学生は、単に日
本のみならず世界のポストゲノム研究・産
業の未来を開拓してくれるでしょう。本専
攻では、基礎研究から生まれるシーズを
基に積極的に産官学連携を進め、バイオ
ベンチャーの育成も行いたいと考えていま
す。それとともに、ゲノムを基盤とした新し
い生命医科学の教育研究「コア」となり、
バイオ産業の活性化や国民の健康と福祉

に積極的に貢献していきたいとも考えています。

■基幹講座
● 分子医科学分野 ● 生命分子解析学分野
● ゲノム制御医科学分野 ● 医用機能分子工学分野
● 病態医療科学分野 ● バイオ医療知財分野

■協力講座
● 遺伝子動態分野 ● ゲノム機能分野 
● 疾患遺伝子解析分野 ● 機能形成研究分野
● 感染遺伝学分野 ● 炎症免疫学分野
● 腫瘍細胞社会学分野 ● 分子発癌分野
● 発生工学研究分野 ● 機能解析イン・シリコ分野
● 細胞療法分野 ● 幹細胞治療研究分野
● たんぱく質解析分野 ● 感染制御分野
● ウィルス感染分野 ● 感染症分野
● 臨床ゲノム腫瘍学分野 ● 人癌病因遺伝子分野
● RNA 機能研究分野 ● 超分子機能構造解析分野
● 公共政策研究分野 ● 免疫病態分野
● 核酸結合・膜蛋白質機能構造解析分野 
● 腫瘍抑制分野 ● シークエンス技術開発分野
● 疾患制御ゲノム医学分野 ● 疾患蛋白質工学分野

■連携講座
● 臨床医科学分野 ● 生物機能工学分野
● システム構造生物学分野
● 感染制御分子機能解析分野
● がん分子標的治療学分野

■バイオ知財コース

現代医療体験実習

生命を構造と機能の両面および分子から個体に至る様々なレベルでとらえ、
先端的教育研究を通じて、次世代の人材を育成します。
また、そのような新しい生命科学を担う人材を育成します。

緑色蛍光タンパク質（ＧＦＰ）で可視
化したゼブラフィッシュ網膜の紫外
線感受型視細胞

（左から時計回りに）クモザル、マウス、
キイロショウジョウバエ、ヒロハノマン
テマ、出芽酵母、カイコガ

タバコの細胞分裂における微
小管（ＧＦＰで標識）と液胞（赤
色蛍光物質で標識）の挙動

鳥の糞から柑橘類の葉へ、擬態紋様
を切り替えるアゲハ幼虫（上段：4 齢幼
虫、下段：5 齢幼虫）

メディカルゲノムサイエンス・プログラム修了証 概念図

バイオ ビジネス

知財法

事例研究に基づくMOT教育

大学における
知財教育

経験豊富な
実務家による
実践的な教育

権利化
知的財産の保護

研究開発
知的財産の創造

事業化
知的財産の活用

バイオ、知財法、ビジネスに通じた
分野横断的知財人材の育成

バイオ、知財法、ビジネスに通じた
分野横断的知財人材の育成

修士課程
修了証

博士課程
修了証

「指導実習」
「国際化演習」
コアカリキュラム「研究法」＆「研究室実習」
「医学概論・論理講義」➡「病院実習」
基礎科目 講義群

教える

教わる

バイオ知財コース
バイオビジネスにおいて必要な知財人材を養成します！

　バイオ産業発展のためには基礎研究と応用研究を結びつけることが不可欠です。メディカルゲノム専攻の
本コースでは、バイオ分野の基礎研究を産業化に繋ぐための知財戦略を系統的に学習すること及びバイオ・
医療分野におけるイノベーション創出と知財戦略との相関を実証的に研究することを目的として、バイオ・知
財法・ビジネスの全体像を踏まえて知財をビジネスへハンドリングできる人材養成を目指しています。

http://www.k.u-tokyo.ac.jp /mgs/mgs_lab/biocourse /index.html教育プログラム メディカルゲノムサイエンス・プログラム
生命科学と現代の医療を橋渡しする先導的な研究の担い手に！

　本プログラムは、本専攻の教育の軸となっており、理工系出身者から、ゲノムに基づく最先端の生命科
学をもとに新たな医学・医療への橋渡し的な研究を志向する生命科学医科学研究者・技術者を養成するこ
とを目的としています。本プログラムを修了した学位取得者には「修了証」が授与され、単に基礎科学の
分野にとどまらず、TR研究や医療と工学・情報学の融合研究の先導的な担い手となることが期待されます。

http://www.k.u-tokyo.ac.jp /mgs/MGSP/教育プログラム



環 境 学 研 究 系
　環境システム学専攻では、21世紀のあるべ
き環境を大気、水、地殻、地球の視点および物
質、エネルギー、プロセス、環境リスクの視点
からシステムとして捉え、必要な統合化技術
および要素技術を確立するための教育と研究
を目指しています。
　具体的な研究の対象は、温暖化ガス制御、

廃棄物処理システム、地球ダイナミクス、化学
物質のヒト健康影響、超臨界流体環境技術、
環境調和システムデザイン、海洋環境変動の
予測、人工物による環境の創造、京都議定書
遵守施策の評価、金融工学に基づく環境政策
の影響分析等があります。
　カリキュラムの特色として、環境問題を技術
で解決するためのエンジニアリングセンスを養

環境システム学専攻
21世紀のあるべき環境を創成するシステム開発と評価

http://envsys.k.u-tokyo.ac.jp /

　先進国が直面する重要な課題に、高齢社会
への対応と低炭素化があります。我が国はこれ
ら課題の最先進国であるため、その解決のため
の技術開発と産業化を期待されています。この
課題は、一方の解決が他方を悪化させるという
二律背反性をもつため、従来の個別の技術開発
では解決しません。多様な技術をシステム化し、
社会における効果を評価し、必要なら社会制度
も変えなければなりません。同時に、従来と異な
る評価指標に対応する新たな個別技術も必要
です。
　高齢社会への対応における課題は、日常的な
健康管理と健康増進、医療・介護システムの充
実、住環境の整備、社会参加の促進、モビリティ
の確保、生活物資の購入支援などですが、既存
の技術とシステムをそのまま拡張して適用すれ
ば社会的コストとエネルギー消費は増大し実現
性は乏しいです。解決策の研究開発においては、
個々の課題に対する研究成果の効果とその影

響を、高齢者の健康と生活の向上という第一義
的な目標以外に、エネルギー、情報、物流、経済、
など社会全体に関わる多面的な評価軸で総合
的に評価しなければなりません。
　一方、低炭素社会の実現のためには既存の設
備や機器の効率向上によるエネルギー消費の
低減を目指すだけでなく、将来のエネルギー供
給・消費システム、すなわち、風力発電、太陽光
発電、スマートグリッド、
コージェネレーション、ヒー
トポンプ、電気自動車や家
庭用燃料電池の普及等を
見据えた上で、新たな要素
技術とシステム技術の研
究開発が必要となります。
また情報システムや物流に
おいても直接エネルギーを
消費する要素の評価に加
え、時間的な波及効果を

含めたシステムとしてトータルなエネルギー消費
を考える視点を常に持つことが肝要です。
　本専攻では環境学、情報学、工学など既存の
学問分野の融合を図り、超高齢社会への対応と
低炭素社会の実現に向けた様々な要素技術の
研究開発とシステム設計を進め、それらの成果
を社会実証実験により評価し、課題の解決策を
社会に示していくことを研究の目的とします。

人間環境学専攻
超高齢社会の解決と低炭素社会の実現に挑む

http://www.h.k.u-tokyo.ac.jp /
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成する「環境技術者養成プログラム」と、政府
や地方自治体の行政官や企業の管理職の立場
で環境施策立案や環境リスク管理のセンスを
養う「環境管理者養成プログラム」があります。
　また、さらなる教育充実のため、環境の実
態把握を目的としたフィールド・ワーク実習を
実施します。これにより、環境汚染の実態を
実地に体験し、計測方法や分析結果と実現象

の間の誤差評価など
講義だけでは習得で
きない事柄を学ぶこ
とができます。
　さらに、国立環境研
究所との連携講座「循
環型社会創造学」分
野を設置しています。

環境システム学専攻の構成 化学物質の環境影響評価

人間環境学専攻の研究活動

　自然環境は地圏・気圏・水圏
からなる無機環境と植物や動
物からなる生物環境により構
成され、人類の生活や文化の
基盤となっています。無機環境
と生物環境は相互に物質・エ
ネルギー循環を行なう地球生
態系を形成し、そこで生命活
動が営まれています。
　現在、地球規模で進行している自然環境の
悪化は、地球生態系の構造や機能の一部が壊
れてしまったことに起因しています。こうした環
境悪化に対処するためには、自然環境の構造
や機能、変動の実態を理解し、自然環境と人間
活動との相互作用を適切に評価し、生態系の
破綻を回避するための方策を創出するととも
に、自然が持つ「環境維持力」を高度に引き出
すべき施策を構築することが不可欠です。
　自然環境学専攻では、陸域から海洋を網羅し

た地球全体を対象に、自然を観察・観測し、自
然環境の構造・機能とその変化過程、および自
然環境と人間活動との相互作用の理解と評価
を行い、さらに、より良い環境を形成するための
理論構築、これらを検証するための実験・調査
というフィードバックシステムによって自然環境
を研究しています。また、試行錯誤を繰り返しな
がらも、研究遂行能力を高めていくという機能
的でバランスの取れた実践的環境教育を行い
つつ、これを受け入れる社会システムの構築を
行うことのできる人材育成を目指しています。

自然環境学専攻
自然環境と人間活動の関係を探求し、より良い環境の形成を目指します

http://www.nenv.k.u-tokyo.ac.jp /

　地球の表面の約70%を占める海洋は、地球
規模の環境保全、食糧・水・資源・エネルギー
の確保など、21世紀に人類が直面する様々な
問題の解決に重要な役割を果たすことが期待

されます。海洋技術環境学専攻は、海洋を我
が国の存立基盤、産業国際競争力の源泉を担
う重要な分野と位置付け、以下の教育・研究を
推進します。

● 海洋資源利用による、食糧・鉱物資源・エネ
ルギーの供給基盤の強化

● 海洋資源利用・沿岸防災・海上安全の確保
等のための海洋観測強化、地球環境理解に
よる安全・安心の確保

● 持続的に開発を進めるための環境との共
生、海の再生・創造、環境低負荷型あるいは
環境負荷低減目的の海洋活動

　海洋技術政策や海洋環境政策に通じ、海洋
資源開発、海洋エネルギー利用、海洋環境保
全、海洋情報基盤などの学問を修め、また水
槽における実験演習や海洋現場観測等の体
験により、高度な専門性と国際性をもって海
洋関連政策の立案、産業振興、環境保全の実
現に貢献・活躍できる人材の育成を目指しま
す。また、 （独）海洋研究開発機構との連携講
座の設置、東京大学の学内連携組織「海洋ア
ライアンス」への参画などにより、海洋に関す
る分野横断的な教育にも取り組んでいます。

海洋技術環境学専攻
海洋を機軸に21世紀の諸問題の解決に貢献する人材の輩出を目指します！

http://www.otpe.k.u-tokyo.ac.jp /

自然環境野外総合実習（東京湾盤州千潟にて）

ウミガメの行動調査

富士山植生調査

沖合大水深海底下CCSのシステム開発

自律型海中ロボットの開発

サンライズ鉱床の海底熱水活動

海流発電ポテンシャルの評価

人類を取り巻く環境を自然・文化・社会の観点から解析して、
将来の人類のための政策立案、技術開発に必要な教育研究を行い、
環境学の様々な問題に的確に対処できる人材を育成します。



展開科目

基幹科目

実践科目

就職分野：外務省など政府省庁・国際機関・IGES・JICA・国内外コンサルタント・研究機関

　われわれが居住する都市という環境は、人
の集まりであると同時に、建築や社会基盤施
設などのハードウェアによって形成されていま
す。また、都市も自然環境に依存せずには存
続ができません。環境問題と環境形成はこの
ようなさまざまな事象の相互作用の中で捉え
る必要があります。そのために社会文化環境
学専攻は新領域創成科学研究科のキーワー
ドである学融合の理念を専攻レベルで具現化
しようとしています。
　本専攻は、人文環境学・空間環境学・循環
環境学の３つの基幹大講座に空間情報学協
力講座が加わった４つのグループから構成さ
れます。建築・都市・地域・地球という各種ス
ケールの物理的環境および人文社会的環境
を対象とした分析・評価・予測・形成・管理に
関する研究・教育を行っています。自然科学お
よび人文社会科学の多面的なアプローチを用
いて研究・教育を行い、環境学の様々な問題

に的確に対処できる人材を育成します。
　一方、本専攻は環境に関わる総合的な設計
（デザイン）の実践的能力を滋養することを目
的とした「統合環境デザインプログラム」にお

いても中核的な役割を果たし、また環境プラ
ンナーの資格につながる「環境マネジメントプ
ログラム」の運営にも協力しています。

GISを用いた公共交通利便性の解析

ファイバーシティ・都市空間の再構築

水循環と人間社会・生態系の調和

三内丸山遺跡・縄文時代の生態系復元

環 境 学 研 究 系
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社会文化環境学専攻
ひと・建物・地域をデザインする人材の育成

http://sbk.k.u-tokyo.ac.jp /

　日本国憲法に定める平和主義と国際協調主
義は国際貢献の実践を強く求めています。国
際協力学は21世紀におけるグローバルガバナ
ンス（地球の良い統治）に挑戦する学問と言え
ます。国際社会が直面している中長期的な３

つの課題は、世界の貧困削減（開発協力）、地
球環境資源の保全（環境・資源）、そして急速に
展開するグローバリズムが必要とする国家の
枠を超えた政策協調（制度設計）であり、これ
らを同時並行で進めることが重要です。国際

協力学専攻は主
要３課題の解決
に挑戦する世界
レベルの研究者
の育成に努める
とともに、国内外
における国際協
力分野の研究と
国際舞台の最前
線で必要とされ
る政策立案能力
と実務マネジメ
ント能力とを備
える新しいリー

ダーの育成を図ることを、主なミッションとして
います。
　上記課題を解決するには研究・教育ともに学
融合的アプローチが不可欠です。在籍の学生
諸君は文科系と理科系卒業者が混在・融合し
ています。国際協力機関などからの社会人課
程博士の入学も促進しております。本専攻で
は、教員が率先して文理融合フロンティア研究
を推進すると同時に、教育においては左図に示
す課題横断的な３クラスタからなる構造的な
カリキュラムにより、理論と実践の融合を図り
つつ、現場からのフィードバックに基づく実践
的応用力の育成にも力点を置いています。就職
分野も国際機関、国内外の国際協力機関、コ
ンサルティング企業、NGO/NPO、研究機関な
ど多様に広がっています。国際協力分野におけ
る未来のリーダーが私たちの専攻に集まってく
れることを期待します。

国際協力学専攻
21世紀のグローバルガバナンスへの挑戦

http:// inter.k.u-tokyo.ac.jp

● 経済発展論 I
● 経済発展論 II
● 開発研究
● 地域間連間・交流論

● 国際建設プロジェクト
  マネジメント
● 開発モデル論
● 国際プロジェクトの
  形成と運営管理

● 農業開発論
● 経済協力論
● 技術協力論
● フィールドワークと
  仮説形成

開発協力

科目構成：基幹・展開・実践と就職分野（英語の授業が約半数を占めます）

● 資源環境管理
● 農村計画論

● 影響評価
● 国際環境・
  エネルギー法演習

● 開発援助の
  フィールドワーク
● 社会開発協力の
  省察と展望

環境・資源
● 国際政治経済システム学
● 国際マクロ経済学
● 事業分析と意思決定
● 社会的意思決定論

● 国際契約マネジメント
● 利害衝突と協調の
  モデル分析

● 環境・技術政策
  過程論
● 開発文化論

制度設計
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　サステイナビリティ学教育プログラムは、サステイナブルな社会の実現
のために国際的な視野を持って貢献できる人材の養成を目指すプログラ
ムです。独自のカリキュラムをもち、独自の学位（修士・博士（サステイナ
ビリティ学））を授与する、専攻に相当するプログラムとなっています。専
攻同様に独自の入試を行いますので、本プログラムへ入学するには、本
プログラムの入学試験を受験する必要があります。
　本プログラムでは、サステイナブルな社会を構築するために必要な基
礎知識や基本概念を幅広く習得できるよう、東京大学 大学院新領域
創成科学研究科の環境学研究系内の5専攻を横断する形で設置され、
各専攻のバックアップを受けています。また、東京大学サステイナビリティ
学連携研究機構（IR3S）の支援もうけています。
　さらに、知識だけでなく、国際的視野をもち、コミュニケーションスキ

ルをはじめとした様々な実践
的スキルを身につけられるよ
う、すべての講義・演習は英
語でおこない、在学生の半数
以上にのぼる留学生を受け入
れています。「演習」を重視
したカリキュラムの中で、専門分野や国籍・文化的背景の異なる多様な
学生が、議論しながら互いに協力しあい刺激し合うことで、上記スキルを
経験的に身につけています。また、海外のフィールドで実施される演習
型教育プログラムも豊富に用意されています。留学生に対しては、文部
科学省の「国費外国人留学生（研究留学生）の優先配置を行う特別プ
ログラム」に採用されるなど、奨学金受給のチャンスも用意されています。

教育プログラム環境学
研究系

フィールド実習での測量風景

フィールド実習での討論風景

サステイナビリティ学教育プログラム
国際的視野と実践的スキルをもって持続可能な社会の実現に貢献できる人材を

http://www.sustainability.k.u-tokyo.ac.jp /

ヘルスサイエンス教育研究プログラム
21世紀の生体医工学・健康科学を考える

　「人間とその生活する環境」を生体医工学の視点から体系的に学ぶことを目的とする医工連携教育研
究プログラムです。医学系研究科・付属病院との共同研究を通じて、先端医療開発研究クラスターにも参
加しています。生涯スポーツ健康科学研究センターと連携し、高齢社会のわが国における新たな産業創
出に貢献できる人材を育成していきます。修了者には修士（科学）、博士（科学）の学位が授与されます。

http://www.h.k.u-tokyo.ac.jp /curriculum/#02

環境マネジメント（環境MOT）プログラム
環境学に関わる技術経営に必要なスキルを身につけよう

　環境学研究系の所属専攻にとらわれることなく、環境技術を総合的に学習・構想・開発し、技術移転、
起業することに関心を持つ者に対して、環境MOT（Management of Technology）教育プログラムを
提供します。MOTとは、技術を事業の核とする企業・組織が次世代の事業を継続的に創出し、持続的発
展を行うための創造的、かつ戦略的なイノベーションのマネジメントです。

http://www.k.u-tokyo.ac.jp /mot/

環境デザイン統合教育プログラム
環境デザインのプロフェッショナルを目指す人のための6つのデザインスタジオ

　21世紀型の環境デザイナーには環境を新たにつくる技術に加え、それを育て、維持し、管理すること
が求められます。従来の縦割り型専門領域を超え、幅広い知識を備えた環境デザインの専門家の養成
を目的とする６つのデザインスタジオは、新領域創成科学研究科の設立理念である学融合の教育にお
ける実践です。2010年度からはスタジオが共同で行う公開市民講座も開催しています。

http:// iedp.k.u-tokyo.ac.jp /

環境技術者養成プログラム
環境問題を技術で解決するためのエンジニアリングセンスを身につけよう！

　環境システム学専攻では、企業や研究所の技術者や研究者として、環境問題を技術で解決するためのエン
ジニアリングセンスを育成するための教育プログラムを実施しています。教育プログラムの指定講義科目として、
通常の講義に加えてフィールド実習の講義科目も設置されています。　［ 履修内容キーワード ］  ●環境技術開
発   ●エネルギー・資源 ●環境調和システム ●人工物環境相関 ●環境シミュレーション ●物質・反応システム

http://envsys.k.u-tokyo.ac.jp /004.htm#002

環境管理者養成プログラム
環境施策立案や環境リスク管理のセンスを磨こう！

　政府や地方自治体の行政官や企業の管理職の立場で、環境施策立案や環境リスク管理のセンスを養うこと
を目的とした教育プログラムです。環境システム学専攻で指定された講義科目を履修することによって修了が認
定されます。また、環境技術者養成プログラムと同様にフィールド実習も履修科目となります。　［ 履修内容キー
ワード ］  ●社会システム ●環境リスク ●環境経済 ●環境安全 ●自然システム ●環境生態学 ●環境アセスメント

http://envsys.k.u-tokyo.ac.jp /004.htm#002



　ゲノム研究は膨大な遺伝子配列の情報を産
出すると同時に、その情報をコンピュータで
効率よく処理するための “バイオインフォマ
ティクス”という学問分野を創出しました。“バ
イオインフォマティクス”とは読んで字の如く、
生物学（バイオ）に必要な情報技術（インフォ
マティクス）を研究する分野です。データベー
ス作成や解析ツールの開発もおこなっている
ため生物学者の研究を支援する色合いの強
い分野と思われがちですが、ポストシークエ
ンス時代と呼ばれる今、生物学全体がイン
フォマティクス化しているといっても過言では
ないほど、本質的に欠かせない学問領域の
一つと認知されています。
　バイオインフォマティクスには、生命科学
やバイオ産業の効率化や支援に必要な情報
技術を開発するという側面と情報科学的な手
法や考え方を用いて生命を研究するという二
つの側面があります。情報生命科学専攻で
はこのうち後者を中心にした教育と研究をお
こなっています。情報科学としてもトップレベ
ルの研究内容を目指す基幹講座を中心に、
生物学実験が主体の協力、連携講座を複数
配置し、学際分野にふさわしい横断的な教
育、研究内容を提供している点が特徴です。
主な研究のキーワードは、データベース、機
械学習、シミュレーション、オントロジー、
システムバイオロジーなど。これに協力、連
携講座の細胞機能解析、遺伝子ノックアウト
マウス、ゲノミクスなどが加わります。全国
でもまだ少ないバイオインフォマティクスの拠
点の一つです。

ゲノム情報ビッグバンから読み解く生命圏
http://www.cb.k.u-tokyo.ac.jp/gcoe/

■基幹講座
バイオ情報科学講座
● バイオデータベース分野
● ゲノム情報解析分野
バイオシステム科学講座
● バイオシステムシミュレーション分野
● 機能ゲノミクス解析分野
● 大規模バイオ情報解析分野

■協力講座
● 生物機能情報
　（東大分子細胞生物学研究所）
● 細胞機能情報（東大医科学研究所）
■連携講座
● 先端ゲノム学（かずさDNA研究所）
● 分子機能情報学（産業技術総合研究所）
● システム情報生物学（理化学研究所）

情報生命科学専攻
次世代の生命科学を担うバイオインフォマティクス！

情報生命科学専攻
http://www.cb.k.u-tokyo.ac.jp /

遺伝子破壊が及ぼす微細な形態変化を画像
処理により定量化した結果。図はdia2を破壊
した株と野生株（WT）の細胞壁、核、アクチン
の画像（左より）。
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情報科学的な視点で生命現象をとらえる研究を通して、次世代の生命科学の基盤となる
情報技術、計測技術を開発します。またそうした融合研究を担える人材を育成します。

細菌の運動制御に重要な役割を果たすべ
ん毛フックの直線型（実験）と左巻きらせ
ん型立体構造（計算モデル）。大規模分子
シミュレーションによって、生体超分子が
働く仕組みが明らかになってきた。

酵母のたんぱく質がおりなすネットワークの全体像。たんぱく質の相互作用ネットワークと、
インターネット上のウェブページリンクが構成するネットワークには共通点がみられる。

グローバルCOE

研究科附属施設
生涯スポーツ健康科学研究センター
スポーツを通じて健康長寿社会の実現を目指す

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp /hss/

　少子高齢社会の進行に伴って、「生活習慣病
予防」や「寝たきり予防」への取り組みが緊急の
課題となっています。生涯にわたる健康、および
健康長寿社会の実現は、現代社会において実現
されるべき最も重要な課題のひとつです。
　本センターでは、幅広い年齢層のスポーツ選
手をはじめ、子どもから青少年、中・高齢者、およ
び低体力状態にある人 を々対象にして、人として
の活動能力を高め、健康で活動的な状態の維
持、および心身共に健やかで質の高い生活を享
受できるための実践的、応用的研究を推進し、そ
の成果を広く社会に還元することを目的としてい

ます。例えば、地域社会と連携した健康づくりと
して、「認知動作型トレーニングマシン」を活用し
た高齢者用のトレーニング場である『十坪ジム』
を全国的に展開しています。また、健康な高齢者
が生き生きと活動する明るい高齢社会を実現す

るために、柏ウェルネスビレッジ構想を策定し、中
高齢者が運動を継続的に実践し、適切な栄養
管理をおこなってゆくための支援手法の研究を
精力的に行っています。

オーミクス情報センター
ゲノム情報ビッグバン時代をリードする未来型ゲノム科学研究拠点

http://www.k.u-tokyo.ac.jp /pros/cob/index.htm

　オーミクス(Omics)とは、ゲノム（Genomics）
やたんぱく質（Proteomics）などの生物データ
の「すべて」を集約し、解析する研究領域を言
います。昨今における世界的な超高速DNAシー
クエンス技術の進歩はこれまでの数桁の生物情
報量を取り扱う生命科学の時代へと大きく変革
しつつあります。そこで、国内有数の高データ生
産能力と高インフォマティクス解析能力を融合し
た「オーミクス情報センター」を新領域創成科
学研究科・柏キャンパスに設立しました。本セン
ターでは、様 な々計測・情報融合技術を開発し、
ゲノミクス、トランスクリプトミクス、メタゲノミクス、

エピゲノミクスなどのオーミクス研究を先導してい
きます。本センターは、生命科学のみならず他
分野との学術融合、各キャンパスとの全学的な

連携、学外諸機関との共同研究や研究支援を
通じ、未来型のゲノム科学研究拠点の構築をめ
ざします。

バイオイメージングセンター
可視化を通して生命現象を科学する

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp /bioimaging/

　見えないものを可視化することは、科学の領
域でしばしば大きなブレークスルーとなってきまし
た。とりわけ生命科学の分野においては、分子・
原子のナノレベルで起こる反応を一つの切り口と
して、ミクロな細胞の動き、そしてマクロな組織・
個体の統合的なシステムを理解することが求め
られています。バイオイメージングとは、これら膨
大な分子等の動きを可視化によって捉え、延いて
は生命システムを理解しようという試みです。複
雑な生命現象を理解するためには、複雑な事象
の絡みあった膨大な情報の中から、本質となる
情報を抽出してこなければなりません。本研究科

は、分子、細胞、組織・個体といった多様な研
究対象を扱うバイオの研究者に加え、数理的手
法を用いて膨大な情報処理を研究している専門
家、さらには生命現象を捉えるための最先端デ
バイスを開発する教員など、広範な研究領域を
網羅する優れた人材が数多く揃っています。これ
らパイオニアの総力を結集させ、「イメージング」
というキーワードのもとに、複雑で動的な生命現
象を解明することを目指したバイオイメージングセ
ンターを2009年に設置しました。本センターは、
下記の４つの分野で構成され、本研究科の 7 つ
の専攻から計18名の教員がセンターに参画し、

新たな分野横断的な研究領域の模索を開始しま
した。4つの部門が緊密に相互の連携を図るとと
もに、全学的な連携や学外諸研究機関との共同
研究等において、本センターが新たな牽引力とな
ること、さらには、教育面にも積極的に取り組み、
広い視野をもつ人材の育成にも努めてゆきます。

ソフト筋トレマシンを用いた低体力者トレーニング

分子
イメージング分野

細胞
イメージング
分野

個体・組織
イメージング
分野

数理
イメージング
分野

スプリント・トレーニングマシン等が設置されているジム内部
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東武野田線

江戸川台駅

初石駅

流山おおたかの森駅
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柏駅
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自動
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至野田

柏I.C

柏キャンパス 新領域事務室　〒277-8561 千葉県柏市柏の葉5-1-5　
　　　　　　　　　　　　 TEL.04-7136-4003  FAX.04-7136-4020

2010.07

物性研究所研究実験棟

物性研究所本館 宇宙線
研究所

食堂（プラザ・憩い）

大気海洋
研究所

駐車場駐車場
生協柏店・カフェテリア

守衛所

中央口

東大前

東大前

柏の葉公園北

柏の葉公園北

東大西

東大西
国立がんセンター

柏キャンパス案内図

新領域事務室（1階）

新領域生命棟 新領域基盤科学実験棟 新領域基盤棟 情報生命科学実験棟
オーミクス情報センター

総合研究棟

生涯スポーツ健康科学研究センター柏図書館

新領域環境棟

N

柏キャンパス

JR柏駅西口

上野駅

浜松町駅

秋葉原駅

7分

33分

13分 8分

30分

10分

29分

25分

30分

浜松町駅

羽田空港から 羽田空港から

柏の葉キャンパス駅

つくばエクスプレス

東武バス

JR山手線 内回り

東京モノレール

18分

8分

3分

5分

49分

南流山駅

船橋駅

西船橋駅

京成船橋駅

成田空港から

つくばエクスプレス

東武バス

JR武蔵野線

JR総武線

徒歩

京成本線 特急

JR常磐線快速

JR山手線 内回り

船橋駅

5分

29分

49分

京成船橋駅

成田空港から

東武野田線

東武バス

徒歩

京成本線 特急

90分

成田空港交通
（高速バス）

東京モノレール

西柏03（柏の葉
公園中央先回り
循環）
東大前又は
東大西下車

成田空港
第１ターミナルは
5番のりば
第2ターミナルは
12番のりば

西柏03（税関先
回り循環）又は
西柏04（江戸川
台駅行き）
東大前又は
東大西下車

西柏01（柏の葉公園経由国立がんセンター行き）
東大前又は東大西下車

各種交通機関からのアクセス方法

柏

田無 中野
本郷

駒場 白金 検見川

羽田空港

成田空港

10 20 30（km）

数物連携宇宙
研究機構




